
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ḟᮇ大会は 7᭶㸦᪥⛬はㄪᩚ中㸧に大ᮾᩥ化大学・ᯈᶫキャンパス

で㛤催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大会報告  

○᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会➨ 28 回大会報告 

➨ 28 回大会㸦㟼岡大学担当ᰯ㸧は、 2021 年

7 ᭶ 10 ᪥㸦土㸧全国⌮事会・⥲会と大会シンポ

ジウム、11 ᪥㸦᪥㸧⮬⏤◊✲Ⓨ⾲とㄢ㢟◊✲の

᪥⛬をすべてオンライン㸦 ZOOM㸧で㛤催しまし

た㸦⦅㞟委員会は前㐌 7 ᭶ 4 ᪥<᪥>実㸧。オン

ラインを利⏝した大会は年度分ᩓの㛤催で

したが、今回は当初からオンライン想定し‽備

を㐍めたので 2 ᪥㛫の㞟中㛤催が実⌧しました。

多くの会員・㠀会員の参加を得ることができた

のは、司会・Ⓩ壇⪅➼の会員・㠀会員、また㟼

大ᩍ⫋大学㝔のᩍ員・⌧⫋㝔⏕の➼のご協力に

よるものです。↓事᪥⛬を㐙⾜できたことを、

担当ᰯの㈐任⪅として῝く感ㅰ⮴します。  

7 ᭶ 10 ᪥㸦土㸧の大会シンポジウムは、「㟼

岡ならでは」の㛤催大学の≉Ⰽを出すことを⪃

え、テーマを「EBPM 代におけるᩍ⫱実㊶と制

度ᨵ㠉のᯟ⤌みのᵓ⠏㹼公❧学ᰯの変㠉ᨭ援

のᯟ⤌みをどう創るか㹼」としました。 2 つの

⮬体㸦川᰿ᮏ⏫・㟼岡┴と南◝市・富山┴㸧

のᩍ⫱ᨵ㠉とⱝ手◊✲⪅グループ㸦「 ESD ほりぷ」

と呼んでいる㸧の報告を前半で⾜い、後半には

2 名の指定ウㄽ⪅からコメントをいただき意ぢ

交換しました㸦参加⪅は 72 名㸧。 

シンポジウムでは、「内Ⓨⓗ・創㐀ⓗな実㊶・

ά動⇔学ᰯ⤌⧊・カリキュラム」のᨵ㠉回㊰を

ᵓ⠏する」ために、どのように「ᩍ⫱実㊶とᨻ

⟇・制度にᶫをᯫけるのか」を⪃察することを

企図しました。2010 年㡭から ESD に取⤌んでき

た㟼大ᩍ⫱学㒊・大学㝔の✚を基┙として、

2020 年からの ESD for 2030(SDGs)のᯟ⤌みを

参⪃に、大学とᩍ⫱委員会・学ᰯとの「実㊶㛤

Ⓨ型」の㐃携・協働㛵係をᵓ⠏することをめざ

してきたからです。シンポジウムのコンセプト

をḟのロゴで⾲⌧してみました。 

 

以上のほⅬから取⤌んでいる SDGsP1 プロジ

ェクト報告を㢟ᮦにして、公ᩍ⫱のᮏ㉁にねざ  
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した地域の学ᰯ変㠉ᨭ援のᯟ⤌みをᵓ⠏する

ために、SIM㸦Social Impact Management㸧に基

づく LM(Logic Model)の取⤌みを⤂介し、その

可⬟性とㄢ㢟を㆟ㄽしました。 

7 ᭶ 11 ᪥㸦᪥㸧の午前には、㸰㒊ᵓ成で実

されたオンラインによる「⾃⏤◊✲Ⓨ⾲」があ

り、個人◊✲Ⓨ⾲㸳件、共同◊✲Ⓨ⾲㸯件のⓎ

⾲がおこなわれました。➨ 1 分⛉会では、➨ 1

Ⓨ⾲⪅のプレゼン㏵中に ZOOM ダウンのトラブ

ルがⓎ⏕しご㏞惑をおかけして⏦しヂござい

ませんでした。ただ、10 分後には復ᪧ再㛤し、

その後は㡰ㄪに㐍⾜できました㸦 18 分㐜れ㸧。 

同᪥ 11 ᪥午後には、ㄢ㢟◊✲「 With㸭After

コロナ代のᩍ⫱とᩍ⫱ᨻ⟇㸭⤫」㸦後にᶓ  

 

井会員がヲ㏙㸧がオンライン㛤催されました。

前⪅のプログラムにはⓎ⾲⪅も含めて合ィ 75

名、後⪅は 62 名の参加⪅でした。 

᭱後に㟼岡大会㸦オンライン㸧の参加⪅、協

力⪅のみなさん、ありがとうございました。㸦大

会実⾜委員会  ᱵ⃝収・島⏣᱇吾㸸㟼岡大学㸧 

 

大会ᰯ・㟼岡大学ᩍ⫱学㒊㟼岡キャンパス  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⮬由研究発⾲ 分科会䠍  

⮬由研究発⾲分科会 1 䛷䛿以下䛾 3 件䛾報告䛜䛒䛳䛯䚹 

䐟坂本旬会員䠄法政大学䠅䛂教育政策研究䛻䛚䛡䜛䝕䝆䝍䝹䞉䝅䝔䜱䝈䞁䝅䝑䝥概念䛾可⬟性䛃䚸䐠濱元伸

彦会員䠄㛵す学㝔大学䠅䛂学校㑅択制䛿学校䛾䛄切磋琢磨䛅䜢䜒䛯䜙䛩䛾䛛䠉大㜰市䛷䛾事例研究䜢総括䛧

䛶䛃䚸䐡中村恵佑会員䠄東京大学䞉㝔生/日本学⾡振⯆会特別研究員䠅䞉李愛慶会員䠄東京大学䞉㝔生/日本

学⾡振⯆会特別研究員䠅䞉橘孝昌会員䠄東京大学䞉㝔生/日本学⾡振⯆会特別研究員䠅䞉㎷祐太㑻会員䠄東

京大学䞉㝔生䠅䛂第二次安倍政権䛻䛚䛡䜛教育改㠉䛾政策形成㐣程䛿䛹䛾䜘䛖䛻分析䛥䜜䛶䛝䛯䛾䛛䛃䛾 3

件䛷䛒䜛䚹 

䐟坂本会員䛿䚸䝕䝆䝍䝹䞉䝅䝔䜱䝈䞁䝅䝑䝥䛾概念的䛺確ㄆ䚸政策䛸䛧䛶䛾㐍捗状況等䜢報告䛧䛯䚹䝕䝆䝍

䝹䞉䝅䝔䜱䝈䞁䝅䝑䝥䛸情報䝰䝷䝹教育䛿䚸学校現場䛷䛿混同䛥䜜䜛場合䛜䛒䜛䛣䛸䚸䝕䝆䝍䝹䞉䝅䝔䜱䝈䞁䝅䝑

䝥䛾正確䛺理ゎ䜢䛩䛩䜑䜛䛣䛸䜔教育政策上䛾位置䛵䛡䛻䛴䛔䛶指摘䛜䛒䛳䛯䚹㉁疑䛷䛿学校䛻䛚䛔䛶実

施䛩䜛㝿䛾支㞀䛻䛴䛔䛶意ぢ䛜出䛥䜜䛯䚹 

䐠濱元会員䛿䛣䜜䜎䛷䛻取䜚組䜣䛷䛝䛯大㜰市䛷䛾学校㑅択制䛾導入䛻㛵䛩䜛状況䛻䛴䛔䛶䚸港区䛾小

中学校䜢事例䛸䛧䛶䚸制度䛜比㍑的活用䛥䜜䛶䛔䜛周縁㒊䛷䛾実情䜢報告䛧䛯䚹周縁㒊䛷䛿㒔心回帰䛻䜘䜛

少子化䚸余剰教室䛾増加䜢背景䛸䛧䛶学校㑅択䜢䛩䜛余地䛜生䛨䛶䛔䜛䛯䜑䚸制度䛜比㍑的活用䛥䜜䚸区中

心㒊䛛䜙㞳䜜䛯学校䛛䜙䛾移動䛜多䛟䛺䛳䛶䛔䜛䛣䛸䜢指摘䛧䛯䚹㉁問䛷䛿地域䛾社会経済的䛺格差䜔学力

䛻䜘䜛学校㑅択制䛻䛴䛔䛶意ぢ䛜出䛥䜜䛯䚹 

䐡中村会員䜙䛿第二次安倍政権下䛾教育改㠉䛻䛴䛔䛶䚸䛣䜜䜎䛷䛾教育䠄政策䠅学研究䛜䛭䜜䜙䜢䛹䛖分

析䛧䛶䛝䛯䛛䜢検ウ䛧䛯䚹中村会員䜙䛜取䜚上䛢䛯䛾䛿䛂特別䛾教科  㐨徳䛃䚸䛂教育委員会制度䛃䚸䛂大学䛾

䜺䝞䝘䞁䝇改㠉䛃䛾三䛴䛷䛒䜛䚹䛣䜜䜙䛾先⾜研究䛾分析䜢㏻䛧䛶䚸多様䛺䜰䜽䝍䞊䜢含䜑䛯ヲ細䛺政策㐣程

研究䛾必せ性䛜指摘䛥䜜䛯䚹䛭䜜䛻対䛧䚸䜰䜽䝍䞊䛾㑅定方法䚸先⾜研究䛾枠組䜏䜢変䛘䜛可⬟性䚸ㄽ文分

析䛾方法䛺䛹䛻䛴䛔䛶㉁問䛜出䛥䜜䛯䡝 

䛺䛚䚸坂本会員䛾報告中䜴䜵䝡䝘䞊䛜 18 分䛻䜟䛯䛳䛶中断䛩䜛䝖䝷䝤䝹䛜発生䛧䛯䚹䠄㜿内春生䠖福島大

学䠅 
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➨ 10 ᮇのㄢ㢟◊✲は 3 年㛫の⤫一テーマを㸺

With㸭After コロナ代のᩍ⫱とᩍ⫱ᨻ⟇㸭⤫

㸼とした。今大会はその 1 年┠である。今回はコ

ロナ⚝におけるᩍ⫱ᨻ⟇の実≧ἣとᨻ⟇動向

について、国㝿ẚ㍑も加えて᳨ウを⾜うこととし

た。Ⲩ井ᩥ会員、児⨾川孝一㑻会員、園山大♸

Ặの 3 名から報告を得た。 

Ⲩ井報告は、コロナ危ᶵ下におけるᩍ⫱の地᪉

⮬について᳨ウするものであった。2020 年 5 ᭶

の⥭急事態宣ゝのもと、ᩥ㒊⛉学┬は学⩦ά動の

㔜Ⅼ化や᭱⤊学年以外は年度をまたいだᩍ⫱ㄢ

⛬⦅成も可⬟であるとの㏻▱を出したが、多くの

学ᰯとᩍ⫱委員会は授ᴗᩘの☜保を᭱優先さ

せる対応を取った。ただそれでも⮬律ⓗな対応を

ヨみた地᪉・⌧場があったことは㈗㔜な⤒㦂であ

り、今後はᩍ⫱実㊶の⮬律性をᨭえるᩍ⫱ᨻの

かたちを「ㄪᰝ」で探ることがᩍ⫱ᨻ⟇◊✲のㄢ

㢟であると指摘された。 

児⨾川報告は、㏆年のᩍ⫱ᨵ㠉の展㛤をᩚ⌮し、

⫼後にあるᨻ⟇主体の布⨨をゎき᫂かそうとす 

課題研究「WithAfter コἿἜ時代の教育と教育政策統治」 

⮬由研究発⾲ 分科会䠎  

第 2 分科会䛷䛿䚸成松美枝会員(佐㈡大学)䛻䜘䜛䛂米国䛾教員政策䛾動向䛃䚸㯮木㈗人会員 (福山平成大

学)䛻䜘䜛䛂䝻䝅䜰㐃㑥䛻䛚䛡䜛 STREAM 教育䛾政策構㐀䛻㛵䛩䜛基礎的考察䛃䚸䛭䛧䛶白川正樹会員 (㡰天

堂大学)䛻䜘䜛䛂䜲䜼䝸䝇䛾学校査察䛾現状䛸ㄢ㢟䇷Ofsted 䛾新䛯䛺査察枠組䜢中心䛻䞊䛃䛾 3 本䛾発⾲䛜

䛒䛳䛯䚹 

成松会員䛻䜘䜛発⾲䛿䚸䜴䜱䝇䝁䞁䝅䞁州䛷䛿 2000 年代以㝆䚸生徒䛾成績䛻基䛵䛟教員ホ価䛾実施䜔教

員組合䛾団体交渉権䛾制㝈及䜃労働条件䛾悪化䛺䛹䜢背景䛻䛧䛶䝧䝔䝷䞁教員䛾㞳職増加䛸教職志㢪者

䛾減少䛜㉳䛣䜚䚸2010 年代以㝆䛾教員不㊊問㢟䜢䜒䛯䜙䛧䛯䛣䛸䚸対応策䛸䛧䛶教員免チつ則改正䛜ヨ䜏䜙

䜜䛶䛔䜛䛜問㢟ゎ決䛻䛿⮳䛳䛶䛔䛺䛔䛣䛸䛺䛹䜢内容䛸䛩䜛䜒䛾䛷䛒䛳䛯䚹発⾲䜢受䛡䛶䚸㐃㑥政策䛾影㡪䛿

䛹䛾䜘䛖䛛䚸䜎䛯䚸教員組合䛸㐃㑥䛾㛵係䜢䛹䛾䜘䛖䛻ㄞ䜑䜀䜘䛔䛾䛛䛺䛹䛻䛴䛔䛶㉁疑䛜䛒䛳䛯䚹教員組合

䛸⾜政䛾㛵係䛻䛴䛔䛶䛿䚸䜴䜱䝇䝁䞁䝅䞁州䛷䛿従来䛿両者䛜対立䛩䜛䛣䛸䛺䛟職⬟㛤発䛜⾜䜟䜜䛶䛝䛯䛜䚸

㈈政危機䜢䛝䛳䛛䛡䛸䛧䛶 2010 年代以㝆䛻急激䛻㛵係䛜悪化䛧䛯䛣䛸䛾紹介䜒䛒䛳䛯䚹 

㯮木㈗人会員䛻䜘䜛発⾲䛿䚸䜰䝯䝸䜹䛻発祥䛧䛯䛸䛥䜜䜛 STREAM教育䛜䝻䝅䜰䛻䛚䛔䛶䜒精力的䛻㐍䜑䜙

䜜䛶䛔䜛䛣䛸䛜紹介䛥䜜䛯䚹䝻䝅䜰䛾 STREAM 教育䛿䚸䝋㐃崩壊以後続䛟新⮬由主義的䛺流䜜䜢特徴䛸䛧䛶

持䛱䚸国家戦略䛾一環䛸䛧䛶科学技⾡政策䛸㐃携䛥䛫䛺䛜䜙国家主導䛷㐍䜑䜙䜜䛶䛔䜛䛸䛔䛖䚹䛣䛖䛧䛯

STREAM 教育䛾政策動向䜢把握䛧䚸確ㄆ䛥䜜䛯現状䜢整理䛩䜛内容䛾発⾲䛷䛒䛳䛯䚹発⾲䜢受䛡䛶䚸従来䛾

䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛾体系䛸 STEAM 䜹䝸䜻䝳䝷䝮䛿䛹䛾䜘䛖䛺㛵係䛻䛺䛳䛶䛔䜛䛾䛛䚸䜎䛯䛂新⮬由主義䛃䛸䛔䛖⮬由

主義国䜢想定䛧䛯䝍䞊䝮䛷䝻䝅䜰䛾今日䜢特徴䛵䛡䜛䛣䛸䜢䛹䛾䜘䛖䛻考䛘䜛䛛䛺䛹䛻䛴䛔䛶㉁疑䛜䛒䛳䛯䚹  

白川正樹会員䛻䜘䜛発⾲䛿䚸2019年䛻公⾲䛥䜜䛯 Ofsted䛾新䛧䛔査察枠組䜏䛾内容䜢紹介䛩䜛䜒䛾䛷䛒

䛳䛯䚹䛣䛾査察枠組䜏䛿䚸䝔䝇䝖結果䜘䜚䜒䜹䝸䜻䝳䝷䝮䜢㔜ど䛩䜛䛸䛣䜝䛻特徴䛜䛒䜚䚸㛵係者䜔䝯䝕䜱䜰䛛䜙

䛿概䛽好意的䛻受䛡䛥䜑䜙䜜䛶䛔䜛䛸䛔䛖䛣䛸䛷䛒䛳䛯䚹䛧䛛䛧䚸Ofsted 䛜内容䛻㋃䜏㎸䜐䜒䛾䛷䛒䜚䚸䛭䛾意

味䛷䛿大䛝䛺変化䛷䛒䜛䛸䛔䛖理ゎ䛜示䛥䜜䛯䚹発⾲䜢受䛡䛶䚸発⾲者䛿 Ofsted 䛾変化䜢䛂㐍化䛃䛸䛧䛶䛔䜛

䛜䛭䛾場合䛾先⾜研究䛾引用䛜不備䛷䛒䜛䛣䛸䚸発⾲内䛷依拠䛧䛶䛔䜛先⾜研究䛿䛂㐍化䛃䛸䛔䛖ぢ方䛸䛿異

䛺䜛䛾䛷䛿䛺䛔䛛䛺䛹䛾指摘䛜䛒䜚䚸㉁疑䛜⾜䜟䜜䛯䚹䠄広瀬⿱子䠖専修大学䠅 
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るものであった。Society5.0 ᵓ想が打ち出され、

ᩍ⫱ᨻ⟇形成において⤒῭⏘ᴗ┬が大きな影㡪

力をもつようになったが、コロナ⚝によって学ᰯ

の役割や少人ᩘ学⣭の必せ性が再ㄆ㆑され、ᩥ⛉

┬は㊥㞳をとるようになっている。⌧在、令和の

᪥ᮏ型学ᰯᩍ⫱を┠指すᩥ⛉┬、Society5.0 を㐍

める官㑰・⤒⏘┬・⏘ᴗ⏺、ᩍ⫱再⏕実⾜会㆟・

⮬Ẹ党ᩥᩍ᪘といった勢力㓄⨨がぢ出され、これ

に対してẸ主主⩏ⓗな「ᩍ⫱⤫」をいかにᵓ想

するかがㄢ㢟となっていると指摘された。 

園山報告は、フランスを中心にコロナ危ᶵ下の

ᩍ⫱ᨻ⟇を⤂介し、᪥ᮏへの♧唆をぢ出そうとす

るものであった。フランスでは一ᩧ休ᰯ措⨨が 2

回⾜われたが、以前から国❧㐲㝸ᩍ⫱センターや

国営ᨺ㏦局によるᩍᮦ・␒⤌が⏝意されており、

また加㓄ᩍ員や学⩦ᨭ援員などの㓄⨨、学ᰯ㛤ᨺ

事ᴗによる夏季休ᬤの家庭ᨭ援などが㐍められ

た。これに対して、᪥ᮏは夏休みの▷⦰などによ

り、授ᴗᩘの☜保に⭉心する≧ἣが㢧ⴭにぢら

れた。この㐪いの⫼ᬒとして、ᩍ⫱⾜ᨻの⮬律性

や休ᰯỴ定の所在、専㛛ᶵ㛵のプレゼンスなどが

大きく␗なることが指摘された。 

㉁ではまず、᪥ᮏの学ᰯが指♧待ちとなり、

地᪉ᩍ⫱⾜ᨻが⮬律性を失っているのはなぜか、

その克᭹はいかにして可⬟かというⅬが㆟ㄽに 

 

なった。Ⲩ井会員は、ニュージーランドの学ᰯ㐠

営協㆟会を例に挙げながら、⮬ⓗな学ᰯ㐠営⤌

⧊を作ることが㸯つの᪉ἲであると回⟅された。

園山Ặは学ᰯ委員会にもゐれながら、フランスで

は学ᰯ⌧場の⮬律性、ᩍ師のᶒ㝈が㠀常に大きく、

それが♫会ⓗにも了ゎされている≧ἣにあると

回⟅された。このㄽⅬに㛵わっては、ᩍ⫱ᶒ㝈を

⌧場にもたせるようなἲᨵ㠉の必せ性や、学ᰯの

指♧待ちのせ因はもっと多ᵝではないかといっ

たⓎゝも出された。 

また令和の᪥ᮏ型学ᰯᩍ⫱の中ᩍ審⟅⏦のホ

価がㄽⅬとなった。⟅⏦の包摂㠃をホ価する意ぢ

に対して、児⨾川会員は⟅⏦がどう実されるか

は予 困㞴であるが、⌧在の対抗図式のもとでは

必ずしもᴦほⓗなぢ㏻しをもつことは㞴しいと

回⟅された。 

᭱後に、学ᰯ⌧場や地᪉の⮬律性も㔜せだが、

子ども・ⱝ⪅の声を⪺き取ることも㔜せではない

かと問われ、各報告⪅からはフランスでは学ᰯに

大きな力があるが、᪥ᮏはそうではなく、子ども・

ⱝ⪅の声を⪺くことを᰿ᮏに据えた仕⤌みを作

ることが不可Ḟであるとの応⟅がなされた。 

Zoom を⏝いたオンラインによる報告会であっ

たが、充実した報告とάⓎな㉁がなされた。㸦ᶓ

井ᩄ㑻㸸北ᾏ㐨大学㸧 

 

 

 

 

 

 

 

大会㛤催地である㟼岡が企⏬を担当したᮏシン

ポジウムは、ḟのような㊃᪨で⪃えました。 

EBPM㸦エビデンスに基づくᨻ⟇❧;Evidence-

Based Policy Making㸧は、2018 年度以㝆に各府┬

➼にその推㐍の専㛛⤌⧊・担当⪅が⨨かれ、実ẁ

㝵に入っており㸦2021 年 3 ᭶⌧在㸧、ᩍ⫱ᨻ⟇にお

ける EBPM の⌧≧と今後の᪉向性を᳨ウする必せが

あります。2018 年 6 ᭶「➨ 3 ᮇᩍ⫱振⯆基ᮏィ⏬㸸

Ⅴ今後のᩍ⫱ᨻ⟇の㐙⾜に当たって≉に␃意すべ

きどⅬ」でも、「客ほⓗな᰿拠を㔜どしたᩍ⫱ᨻ⟇

の推㐍」を掲げ、「推㐍する体制をᩥ㒊⛉学┬にᵓ

⠏、多ᵝな分㔝の◊✲⪅との㐃携強化、データの一

元化、提供体制➼のᨵ㠉を推㐍」するとしています。  

一᪉、᪥常のᩍ⫱ά動や子ども・保ㆤ⪅対応の」㞧

化に加えて、▮⥅ぎ᪩に推㐍されるᩥ㒊⛉学┬の

ᩍ⫱ᨻ⟇への対応がồめられ、学ᰯᩍ⫱の⌧場は

多忙化が≧態化し、「ブラック」とマスコミでゝわ

れᩍ員志ᮃ⪅のῶ少や㞳⫋⪅が増加しています。

その中で、「やりがいのある」㸦わくわくする㸧ᩍ⫱

実㊶とそれを可⬟とする学ᰯづくりをどう㐍める 

公開ἉὅἯἊウἲᾉEBPM 時代における教育実践と制度改革の枠組みの構築 

―公立学校の変革支援の枠組みをどう創るかὊ 
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か、そして、ᩍ師ᩍ⫱のステークホルダーの一つで

ある大学は、どのような役割をᯝたすべきなのか。

ᩍ⫱ᨻ⟇における EBPM のᯟ⤌みは、多ᵝなᩥ⬦と

内容をぢ据えた創Ⓨⓗな制度デザインにする必せ

があります。 

このㄢ㢟をぢ据えたに、 UNESCO の主導する

‘ESD for 2030(SDGs)’が᪥ᮏの学ᰯᩍ⫱に投げ

かけているものは何か、その可⬟性と実㊶ⓗなㄢ

㢟を⪃えたいと思いました。ESD/SDGs は、専㛛分

化した学会を⤖び付け、㐃携・協働㛵係をᵓ⠏して

いくカタリスト㸦catalyst㸸ゐ媒㸧となると⪃えま

した。 

以上の㊃᪨㸦思い㸸ㄢ㢟タ定㸧から大会テーマを

⪃えました。㟼岡大学ᩍ⫱学㒊は㛵係する◊✲⪅・

⮬体と㐃携・協働して、プロジェクト㸦SDGsP1㸧

「ESD 実㊶の基┙となる公❧学ᰯの⤌⧊・カリキュ

ラムのモデル㛤Ⓨ」に取⤌んでおり、このプロジェ

クトは、「ᩍ師の内Ⓨⓗ・創㐀ⓗな実㊶・ά動⇔学

ᰯ⤌⧊・カリキュラムᨵ㠉」を制度デザインする᪉

向で、公ᩍ⫱のᮏ㉁にねざした SIM㸦  Social 

Impact Management㸧 /LM(Logic Model)の可⬟性

とㄢ㢟を⪃えています。そこで、これを㢟ᮦに᳨

ウ・意ぢ交換を⾜う企⏬にしました。᭱ ⤊ⓗなⓏ壇

⪅と報告のタイトルはḟの㏻りです。 

Ⅰ㒊 㸰つの⮬体の学ᰯᨵ㠉の取⤌み 

㸦1㸧川᰿ᮏ⏫<㟼岡┴>のᩍ⫱ᨵ㠉の報告 

人口ῶ少地域における≉Ⰽあるᩍ⫱づくり―持

⥆可⬟な学ᰯづくりを指向する仕⤌みのᵓ⠏㸸

SDGs 及び ESD の⌮念と学ᰯ再⦅を⤖ぶロジックモ

デル― 

山下ᩧ・ᩍ⫱㛗、Ώ㑓哲也・⟶⌮主事兼ᩍ⫱⥲務

室㛗 

㸦2㸧南◝市<富山┴>のᩍ⫱ᨵ㠉の報告 

持⥆可⬟なᩍ⫱基┙を創る「南◝ 令和のᩍ⫱ᨵ

㠉」―学ᰯの主体性・多ᵝ性をᨭえる― 

南◝市ᩍ⫱委員会 ᯇᮏㅬ一・ᩍ⫱㛗 

 

 

㸦3㸧SDGs プロジェクト㸯㸦P1㸧報告 

SDGs プロジェクト㸯報告―内在ⓗなᩍ師実㊶を

ホリスティックな公❧学ᰯᨵ㠉に⤖びつけるー 

Ḉ井┤㍤㸦会ὠ大学▷ᮇ大学㒊㸧・佐々ᮌ⧊恵㸦㛤

ᬛ国㝿大学㸧 

Ⅱ㒊 パネルディスカッション 

・指定ウㄽ⪅㸯 ㈆広ᩪ子㸦千ⴥ大学㸧 

中央ᨻ府レベルのᩍ⫱ᨻ⟇ EBPM の制度タィ:そ

のㄢ㢟と᪉向性 

・指定ウㄽ⪅ 2 ▼井ⱥ┿㸦京㒔大学㸧 

ᩍ⫱実㊶◊✲の❧場からーEBPM と内Ⓨⓗな学ᰯ

ᨵ㠉をつなぐどⅬ― 

以上のシンポジウムの㊃᪨・企⏬内容を㋃まえ

て、➨ 28 回大会テーマを「ᩍ⫱実㊶と制度ᨵ㠉の

ᯟ⤌みのᵓ⠏」としました。今回の企⏬シンポジウ

ムをᶵ会に、ᩍ⫱実㊶㸦学ᰯᩍ員㸧・◊✲⪅とᩍ⫱

ᨻ⟇・制度◊✲⪅㸦ᨻ⟇担当⪅➼㸧にᶫをᯫけるヨ

みとしたいという、強いᮇ待がありました。 

「ᩍ⫱実㊶と制度ᨵ㠉のᯟ⤌みのᵓ⠏」につい

てヲ㏙すれば、「内Ⓨⓗなᩍ師実㊶の成ᯝが学ᰯᨵ

㠉・システムᨵ㠉に⧅がるどⅬ」は、①ᩍ授・学⩦

᪉ἲ、②ᩍ⫱ㄢ⛬⤒営㸦カリキュラム・マネジメン

ト㸧、③学⣭㸦ᩍ室㸧⤒営、④地域㐃携・協働など、

学ᰯ⤌⧊全体を包括ⓗに捉えて「ホリスティック

㸤システム思⪃でᨵ㠉実㊶を⾜う」ことです。また

ᩍ⫱委員会・大学が㐃携・協働してᨵ㠉ᨭ援を⾜う

ことですが、そのためにはᩍ⫱委員会や大学も「ホ

リスティック㸤システム思⪃」でᨵ㠉を⾜う必せ

があります。UNESCO の‘ESD for 2030(SDGs)’で

は、このような「ᶵ㛵包括型アプローチ㸦whole 

institution approach㸧」を推㐍することで「学⩦

⎔境の変㠉」が可⬟となると提しています。 

以上のシンポジウムの報告⪅・指定ウㄽ⪅によ

る報告と報告をふまえた⥲括、そして㉁応⟅➼

を含めたシンポジウム全体のまとめ㸦成ᯝとㄢ㢟㸧

は、᮶年度の年報に掲㍕する予定です。㸦ᱵ⃝収㸸

㟼岡大学㸧
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➨ 28回⥲会  㟼岡大学㸦オンライン㸧 

2021年 7᭶ 10᪥㸦土㸧12㸸45㹼13㸸45 

※ ⥲会では、一㒊に字句⾲グの修ṇはありましたが、全て原㏻りㄆめられました。 

 

 報告事㡯  

㸯㸬2020年度の会員の⌧ἣと会務 

○会員の⌧ἣ 

・会員ᩘ 232人㸦うち大学㝔⏕ 37人 2021年 3᭶ 31᪥⌧在㸧 

㹹2020年度᪂入会員 11人㸦うち大学㝔⏕ 8人㸧、㏥会⪅ 6人㹻 

  ※⌮事会・常任⌮事会の㛤催および寄㉗図᭩は、ニューズレター各号に掲㍕ 

㸰㸬᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会年報➨ 28号の刊⾜と➨ 29号の⦅㞟᪉㔪 

○年報➨ 28号の刊⾜  ≉㞟㸸ᩍ⫱の危ᶵ⟶⌮と復⯆・ᨭ援 

〇年報➨ 29号の⦅㞟᪉㔪 

 ・≉㞟ㄽᩥ、投✏ㄽᩥを中心に、従᮶の⣬㠃ᵓ成を⥅承する。 

・Ⓨ⾜ᮇは、2022年度の大会を┠処とする。 

・学事出∧との「年報〇作に㛵するぬ᭩」を᭦᪂する。 

 〇年報投✏・執➹せ㡿のᨵṇについて                    【㈨ᩱ㸯】 

【ᨵṇ内容】 

・投✏の㝿の提出形式を㹎㹂㹄㟁子ファイルのメールῧ付によるものとする。 

困㞴である場合に㒑㏦をㄆめる。 

【ᨵṇ⌮⏤】 

  ・これまでのつ⛬では、手᭩き原✏の㒑㏦による提出も可⬟である。その場合、スキャンして㹎㹂㹄化するなど

の手㛫が受㡿⪅㸦⦅㞟委員会㸧側にⓎ⏕する。 

・これまでも㒑㏦に加えて、メールによる㟁子ファイルの㏦付をồめており、投✏⪅全員が対応できている。メ

ールῧ付を基ᮏとしても問㢟はないと思われる。 

・投✏⪅の手㛫や㒑㏦ᩱをῶらすこと、ペーパーレス化が可⬟となる。 

〇年報⦅㞟つ⛬のᨵṇについて                       【㈨ᩱ㸰】 

【ᨵṇ内容】 

・⦅㞟幹事の投✏をㄆめることとする。 

慣⾜として、⦅㞟幹事の投✏はㄆめてこなかった。 

・⦅㞟幹事であるがᨾに᭷利となることがないようにすること。 

   ᰝㄞは㸱名とも⦅㞟委員以外に依㢗。 

  ⦅㞟幹事以外の投✏についても可⬟かつ妥当な⠊囲で⦅㞟委員以外のᰝㄞ⪅㸯名を依㢗。 

【ᨵṇ⌮⏤】 

・⦅㞟幹事のなり手の不㊊。 

  ◊✲⪅志ᮃの㝔⏕のῶ少、ⱝ手◊✲⪅の多忙化。 

・⦅㞟幹事となるⱝ手◊✲⪅の投✏ᶒの保㞀㸦従᮶は投✏不可㸧。 

総 会 報 告 
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   ㏆年のⱝ手◊✲⪅㸦≉に㝔⏕㸧の⨨かれている≧ἣ㸦学位取得や就⫋➼㸧。 

・ᩍ⫱⤒営学会でも⦅㞟幹事に投✏をㄆめる措⨨が取られている。 

㸱㸬◊✲ά動 

○➨ 9ᮇㄢ㢟◊✲プロジェクト㸦2017㹼2020年度㸧 担当⌮事㸸勝㔝ṇ❶、中嶋哲彦 

    テーマ㸸ᩍ⫱と⚟♴の⤫一ⓗ保㞀をめぐるᩍ⫱ᨻ⟇のㄢ㢟と展ᮃ 

・➨ 27回大会ㄢ㢟◊✲ 2020年 12᭶ 6᪥㸦᪥㸧 9㸸30〜12:00 Zoomにて 

○➨ 10ᮇㄢ㢟◊✲プロジェクト㸦2020㹼2023年度㸧 担当⌮事㸸ᶓ井ᩄ㑻、児⨾川孝一㑻 

    テーマ㸸With㸭Afterコロナ代のᩍ⫱とᩍ⫱ᨻ⟇㸦ᩍ⫱⤫㸧 

・公㛤◊✲会      2021年 3᭶ 21᪥㸦土㸧 10㸸00〜12:20 Zoomにて 

・➨ 28回大会ㄢ㢟◊✲ 2021年 7᭶ 11᪥㸦᪥㸧 13㸸00〜16:00 Zoomにて 

 〇会員企⏬◊✲会 

・テーマ㸸「コロナ下」での一ᩧ休ᰯ―その何があったのか―  企⏬㸸広℩⿱子 

 2020年 11᭶ 27᪥㸦㔠㸧18㸸00〜20:00  Zoomにて 

・テーマ㸸合ホ会 大᱈・⫼戸博史⦅『᪥ᮏ型公ᩍ⫱の再᳨ウ』㸦岩Ἴ᭩店、2020年㸧 

企⏬㸸広井多㭯子  2020年 11᭶ 28᪥㸦土㸧13㸸00〜15:00  Zoomにて 

㸲㸬ᩍ⫱㛵㐃学会㐃⤡協㆟会 

・2021年 3᭶の➨㸲ᮇ㐠営委員会㑅挙の⤖ᯝ、中嶋哲彦会㛗が㐠営委員に㑅出された。 

任ᮇは、2021年 3᭶ 13᪥㹼2024年 3᭶⥲会まで。 

㸳㸬情報のⓎ信と会員の交ὶ 

・ニューズレターのⓎ⾜㸦年二回㸧 

・メールニュース㸦㝶Ⓨ⾜。2020年 7᭶ 14᪥㹼2021年 7᭶ 10᪥の㛫に 25㏻Ⓨ⾜㸧 

㸴㸬᪥ᮏ学⾡会㆟➨ 25ᮇ推⸀会員任命拒否問㢟への対応 

᪥ᮏ学⾡会㆟➨ 25ᮇ推⸀会員任命拒否に㛵する人ᩥ・♫会⛉学⣔学協会「共同声᫂」に、 

常任⌮事会・全国⌮事会の承ㄆを得て、会㛗名にて㈶同した。 

 

 審㆟事㡯  

㸯㸬2020年度会ィỴ⟬および会ィ┘ᰝ報告について              【㈨ᩱ㸱】 

㸰㸬2021年度の学会ά動ィ⏬について 

・ᩍ⫱ᨻ⟇に㛵する◊✲ά動の推㐍 

・会員への情報提供、会員同士の交ὶの促㐍 

・他の学会➼との◊✲交ὶ 

・学会つ⣙➼の⢭ᰝ 

㸱㸬2021年度会ィ予⟬について                       【㈨ᩱ㸲】 

㸲㸬᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会年報に掲㍕するㄽᩥ➼のⴭ作ᶒの帰属について 

・掲㍕された◊✲ㄽᩥ、ホㄽ、᭩ホ➼のⴭ作ᶒの扱いは、ḟのとおりとする。 

掲㍕された◊✲ㄽᩥ、ホㄽ、᭩ホ➼のⴭ作ᶒについてはᮏ学会に帰属する。ただし、ⴭ作⪅⮬㌟が、⮬己の

ⴭ作≀を利⏝する場合には、ᮏ学会のチㅙを必せとしない。 

㸳㸬2022年度➨ 29回大会の㛤催ᰯについて 

・大ᮾᩥ化大学㸦ᯇ⏣ὒ介大会実⾜委員㛗、仲⏣康一同事務局㛗㸧。᪥⛬は 7᭶上᪪でㄪᩚ中 
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【㈨ᩱ㸯】年報投✏・執➹せ㡿 

改正後 改正前 

○日本教⫱政⟇学会年報投✏・執➹せ㡿 

3 投✏ㄽ文及び◊✲ノートの投✏手⥆き 

(1) 投✏ㄽ文及び◊✲ノートの投✏⏦し㎸み期

㝈は㸷月 30 日必╔とする。投✏⏦し㎸みの

方法についてはその年度毎に Web および会

報㸦News Letter㸧に掲㍕する。 

(2) 投✏ㄽ文及び◊✲ノートの原✏⥾め切りは 

11 月 30 日とする。 

期㝈までにその年度の⦅㞟委員会事務局宛

PDF形式の㟁子ファイルでメールにῧ付して

㏦付する。メールによる㏦付が困㞴な場合に

は㒑㏦する。サイズは A4 判とする。㐜延し

た場合は⌮⏤の如何を問わず掲㍕しない。㟁

子メールによる提出の㝿には⦅㞟委員会事務

局が受㡿した旨を㏉信する。 

(3) ㄽ✏の㏦付にあたっては、次のものを全て

ῧ付する。サイズは A4 判とする。投✏⪅は

同封≀のコピーを必ず保存する。 

a㸧投✏⪅情報 1 枚 

次の事㡯をグ㍕する。①投✏⪅所属 ②投

✏⪅氏名 ③投✏ㄽ文・◊✲ノートの別、

④ㄽ✏㢟┠ ⑤㐃⤡先住所 ⑥㟁ヰ␒号 

⑦FAX ␒号 ⑧e-mail アドレス 

b㸧ㄽ✏原✏ 

原✏ 4 㒊。原✏には投✏⪅氏名その他投

✏⪅が≉定される情報はグさない。 

c㸧和文アブストラクト 1 枚 

ㄽ✏㢟┠、アブストラクト㸦400 字以

内㸧、キーワード㸦5 ㄒ以内㸧をグ㍕す

る。投✏⪅氏名はグ㍕しない。 

d㸧ⱥ文アブストラクト 1 枚 

投✏⪅氏名、ㄽ✏㢟┠、アブストラクト

㸦200 ㄒ以内㸧、キーワード㸦5 ㄒ以内㸧

をグ㍕する。 

(4) 投✏するㄽ✏が既Ⓨ⾲または投✏中のㄽ文

➼のタイトルや内容と多く㔜」する場合は、

そのコピーを㸯㒊ῧ付する。その㝿㸪ⴭ⪅名 

 

○日本教⫱政⟇学会年報投✏・執➹せ㡿 

3 投✏ㄽ文及び◊✲ノートの投✏手⥆き 

(1) 投✏ㄽ文及び◊✲ノートの投✏⏦し㎸み期

㝈は㸷月 30 日必╔とする。投✏⏦し㎸みの

方法についてはその年度毎に Web および会

報㸦News Letter㸧に掲㍕する。 

(2) 投✏ㄽ文及び◊✲ノートの原✏⥾め切りは 

11 月 30 日とする。 

期㝈までにその年度の⦅㞟委員会事務局宛

㒑㏦する。㐜延した場合は⌮⏤の如何を問わ

ず掲㍕しない。 

 

 

 

 

(3) ㄽ✏の㏦付にあたっては、次のものを全て

同封する。サイズは A4 判とする。投✏⪅は

同封≀のコピーを必ず保存する。 

a㸧投✏⪅情報 1 枚 

次の事㡯をグ㍕する。①投✏⪅所属 ②投

✏⪅氏名 ③投✏ㄽ文・◊✲ノートの別、

④ㄽ✏㢟┠ ⑤㐃⤡先住所 ⑥㟁ヰ␒号 

⑦FAX ␒号 ⑧e-mail アドレス 

b㸧ㄽ✏原✏ 

原✏ 4 㒊。原✏には投✏⪅氏名その他投

✏⪅が≉定される情報はグさない。 

c㸧和文アブストラクト 1 枚 

ㄽ✏㢟┠、アブストラクト㸦400 字以

内㸧、キーワード㸦5 ㄒ以内㸧をグ㍕す

る。投✏⪅氏名はグ㍕しない。 

d㸧ⱥ文アブストラクト 1 枚 

投✏⪅氏名、ㄽ✏㢟┠、アブストラクト

㸦200 ㄒ以内㸧、キーワード㸦5 ㄒ以内㸧

をグ㍕する。 

(4) 投✏するㄽ✏が既Ⓨ⾲または投✏中のㄽ文

➼のタイトルや内容と多く㔜」する場合は、

そのコピーを㸯㒊ῧ付する。 
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 や所属がわかるグ㏙は削㝖㸦㯮塗り➼㸧す

る。 

(5㸧➨ 2 次査ㄞの対㇟になった投✏⪅は、指

定された期日までに修正原✏を PDF形式の㟁

子ファイルで㏦付する。 

(6)掲㍕決定した投✏⪅は、㏿やかに最⤊原✏ 

(A4 ∧サイズ)をテキスト形式の㟁子ファイ

ルで提出する。 

5 ⴭ作権➼ 

掲㍕されたㄽ文➼のⴭ作権については本学

会に帰属する。ただし、ⴭ作⪅⮬㌟が、⮬己 

のⴭ作≀を利⏝する場合には、本学会のチㅙ

を必せとしない。年報はその全㒊を CiNii 

及び J-STAGE ➼に公㛤する。 

 

 

 

(5㸧➨ 2 次査ㄞの対㇟になった投✏⪅は、指

定された期日までに修正原✏を㟁子ファイル

で㏦付する。 

(6)掲㍕決定した投✏⪅は、㏿やかに最⤊原✏ 

(A4 ∧サイズ)及びテキスト形式の㟁子ファ

イルを提出する。 

5 CiNii Ⓩ㍕の承ㄆ 

年報はその全㒊を CiNii 及び J-STAGE Ⓩ

㍕することを、執➹⪅はㄆめたものとする。 

 

 

【㈨ᩱ㸰】年報⦅㞟つ⛬ 

改正後 改正前 

○日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟つ⛬ 

㸯 日本数⫱政⟇学会年報㸦以下「年報」とい

う㸧は、日本教⫱政⟇学会の機㛵ㄅであり、

原則として年 1回Ⓨ⾜する。 

㸰 年報は、本学会会員の◊✲ㄽ文、ホㄽ、書

ホ、㈨料、学会グ事、その他会員の◊✲活動

に㛵するグ事を⦅㞟・掲㍕する。 

㸱 年報にㄽ文➼を投✏しようとする会員は、

投✏・執➹せ㡿に従い、その年度の⦅㞟委員

会事務局に㏦付するものとする。 

㸲 投✏原✏の採否は⦅㞟委員会の会㆟で決定

する。その場合、⦅㞟委員会以外の会員にㄽ

文の審査を依㢗することができる。採否を決

定する審㆟を含む会㆟には⦅㞟幹事を参加さ

せないものとする。 

㸳 ⦅㞟幹事のㄽ文の審査は、⦅㞟委員会以外

の会員に依㢗するものとする。⦅㞟幹事の投

✏に係る審㆟が含まれる会㆟には、⦅㞟幹事

を参加させず、審査員の氏名を含め、審査に

㛵する情報にゐれさせない。 

 

 

○日本教⫱政⟇学会年報⦅㞟つ⛬ 

㸯 日本数⫱政⟇学会年報㸦以下「年報」とい

う㸧は、日本教⫱政⟇学会の機㛵ㄅであり、

原則として年 1回Ⓨ⾜する。 

㸰 年報は、本学会会員の◊✲ㄽ文、ホㄽ、書

ホ、㈨料、学会グ事、その他会員の◊✲活動

に㛵するグ事を⦅㞟・掲㍕する。 

㸱 年報にㄽ文➼を投✏しようとする会員は、

投✏・執➹せ㡿に従い、その年度の⦅㞟委員

会事務局に㏦付するものとする。 

㸲 投✏原✏の採否は⦅㞟委員会の会㆟で決定

する。その場合、⦅㞟委員会以外の会員にㄽ

文の審査を依㢗することができる。 
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㸴 掲㍕予定原✏について、⦅㞟委員会はⱝ干

の変更を⾜うことができる。ただし内容の変

更の場合は執➹⪅との協㆟による。 

㸵 ⦅㞟委員会は、≉定の個人叉は団体に原✏

を依㢗することができる。 

㸶 原✏は原則として㏉㑏しない。 

㸷 写┿・図∧➼で≉定の㈝⏝をせする場合、

執➹⪅の㈇担とすることがある。 

10 その他執➹及び構成については執➹せ㡿を

☜ㄆする。 

11 抜き刷りについては入✏時に 50 㒊を単位

として⦅㞟委員会に⏦し出る。㈝⏝は個人㈇

担とする。 

 

㸳 掲㍕予定原✏について、⦅㞟委員会はⱝ干

の変更を⾜うことができる。ただし内容の変

更の場合は執➹⪅との協㆟による。 

㸴 ⦅㞟委員会は、≉定の個人叉は団体に原✏

を依㢗することができる。 

㸵 原✏は原則として㏉㑏しない。 

㸶 写┿・図∧➼で≉定の㈝⏝をせする場合、

執➹⪅の㈇担とすることがある。 

㸷 その他執➹及び構成については執➹せ㡿を

☜ㄆする。 

10 抜き刷りについては入✏時に 50 㒊を単位

として⦅㞟委員会に⏦し出る。㈝⏝は個人㈇

担とする。 

 

 

【㈨ᩱ㸱】2020年度会ィỴ⟬ 

〇2020年度の収入 

 予⟬ Ỵ⟬ 

㸨2020年大会時Ⅼでの会員をもとに⟬出 100㸣⣡入    

㸨㞧収入の㡯┠については、前年度はなかったが決⟬ために加えた。 

 

〇2020年度のᨭ出 

㈝┠ 予⟬ Ỵ⟬ 
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㸨ḟ年度⧞㉺㔠 

 

 

【㈨ᩱ㸲】2021年度会ィ予⟬ 

〇2021年度の収入 

㈝┠ 㔠㢠 備⪃ 

㸨全会員㸦2021.7.10⌧在㸧が 2021年度の年会㈝を支払った場合
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◯2021年度のᨭ出 

㈝┠ 㔠㢠 備⪃ 
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⌧代アメリカ学ᰯ再⦅ᨻ⟇と「地域再⏕」の㐃㛵 

ᴮ ᬒ子  

㸦㛗崎大学㸧 

 㛗崎大学のᴮᬒ子と⏦します。この度は、ⱝ手◊✲⪅の◊✲⤂介ということで執➹ᶵ会をいただき、

ㄔにありがとうございます。2020 年㸯᭶に、博士ㄽᩥに一㒊加➹・修ṇを加えたものを『⌧代アメリ

カ学ᰯ再⦅ᨻ⟇と「地域再⏕」―学ᰯ⤫廃合か、地域とᩍ⫱の刷᪂か』として刊⾜いたしました㸦 2017

年㸱᭶に⚄戸大学大学㝔人㛫Ⓨ㐩⎔境学◊✲⛉にて博士㸦ᩍ⫱学㸧の学位を取得㸧。この場をお借りし

て、⚾の初Ⓨの問㢟㛵心と拙ⴭの内容の一㒊を⤂介させていただきます。 

 ⚾の◊✲㛵心は、学㒊代から一㈏して「子どもの㇏かな⫱ちの保㞀に向けて、それをᨭえる大人

の意㆑・⾜Ⅽや地域✵㛫を⤌⧊化する仕⤌みとはどのようなものか」というⅬにあります。⚾は学㒊

代、ᩍ⫱学を学ぶ前に建⠏学、≉に㒔市ィ⏬学・コミュニティィ⏬学を学んでいました。地域の⾶

㏥・世代⥅承がㄢ㢟とされるニュータウンでのフィールドワークを㏻じて「地域の成⇍と子⫱て㸦世

代⥅承㸧の㛵係」について⪃えるようになったのが、ᩍ⫱学を志したきっかけです。当、フィール

ドワークでぢ⪺きした地域や人々の⌧実をゝⴥにしようとしても、人㛫形成やそれへの働きかけに㛵

する「㐨具❧て」㸻⌮ㄽᯟ⤌みが不十分なため、もやもやしていました。地域や♫会のあり᪉はᩍ⫱

のあり᪉を抜きにして⪃えることはできない。㏫に、ᩍ⫱のことを⪃えるがゆえに、地域や♫会のあ

り᪉を問い┤しうる。↓意㆑ながらも、こうした╔想のもと、人の⫱ち㸦とそれをᨭえる地域✵㛫の

あり᪉㸧についてより体⣔ⓗに学びたいと⪃え、ᩍ⫱学に㌿学した⤒⦋があります。他分㔝からᩍ⫱

に┠を向ければ、それはḟ世代♫会の全体を⥅承・形成する㸦意図ⓗ㸧営みなので、Ỵして♫会のな

かで他と同列に、いわば㡿域ⓗに扱えるものではなく、ゆえにᩍ⫱学㸦・ᩍ⫱ᨻ⟇学㸧にはそうした

⊂⮬の位⨨を占める学問としての㠃ⓑさや強みがあるように思われます。 

ᩍ⫱学を専ᨷしてからは、㏆年のアメリカにおけるᩍ⫱ᨻ⟇とそれに㐃動する地域ᨻ⟇を対㇟とし

て、上グの◊✲㛵心に批判ⓗに㏕ることを┠指してきました。博士ㄽᩥは、アメリカ㒔市㒊における

学ᰯ再⦅ᨻ⟇の今᪥ⓗな≉㉁とㄢ㢟を、≉に「地域再⏕」との㐃㛵の下でゎ᫂することを┠ⓗとしま

した。㏆年ではアメリカのみならずわが国でも、学ᰯ再⦅㸦㛢㙐・⤫合・᪂タ・再㓄⨨など㸧が従᮶

以上に㔜せなᨻ⟇手ἲとして位⨨づけられ、単なる学ᰯᨵ善だけでなく、ᵝ々な❧場からの「地域再

⏕」のᶆᴶを伴う傾向にあることがὀ┠されます。今後の学ᰯ再⦅は少子化に㉳因してᾘᴟⓗに実

されるばかりではなく、むしろ地域ά性化➼のᩍ⫱以外の✚ᴟⓗな意味も付与されながら、⚟♴・⤒

῭・住宅➼の他㡿域のᨻ⟇や」ᩘのᩍ⫱制度ᨵ㠉と⤌み合わされて実される可⬟性があります。こ

うした動向は、地域再⏕ィ⏬の一⎔として公❧学ᰯを再ᵓ⠏していくことや、児❺⏕徒の成㛗Ⓨ㐩を

地域で包括ⓗに保㞀すること➼もᮇ待できます。一᪉で、㡿域ᶓ᩿ⓗなヨみには、ᩍ⫱以外のᵝ々な

意図・価値基‽がὶ入し」㞧に⤡まり合うため、ᩍ⫱の⌮念が㈏かれるとは㝈らず、その帰㊅を慎㔜

にぢᴟめる必せがあります。ᨻ⟇㐃動という」㞧な㐣⛬と作⏝が、児❺⏕徒の⏕άする地域✵㛫をい

かに変え、彼らの成㛗Ⓨ㐩をどう保㞀しているか㸭いないかをぢ㏻すことは㔜せなㄢ㢟といえます。  

アメリカの場合、学ᰯ再⦅ᨻ⟇と「地域再⏕」の㐃動は、必ずしも地᪉⮬体による⥲合ィ⏬・⥲

合ᨻ⟇➼の形で᫂♧化・可ど化されているわけではありません。むしろ「地域再⏕」とは一ぢ全く㛵

係ないかのように㐍められているにもかかわらず、丁寧に分ᯒを㔜ねれば、それらが学ᰯᩍ⫱のᯟを

㉸えて☜かに地域のあり᪉に作⏝を及ぼす局㠃がᾋかび上がります。こうした」㞧さを♧すⅬに≉徴

があるといえます。しかし従᮶の先⾜◊✲ではこうした動向が῝く᳨ウされておらず、個別ᨻ⟇を᩿

∦ⓗに取り上げてホ価する傾向にありました。つまり、「地域再⏕」との㛵係はỴして十分にはゝㄒ化

されず、また分ᯒもされてきませんでした。しかし前㏙の問㢟意㆑からすれば、₯在ⓗには両⪅の㛵

係が᭱も㗦く問われうる事例としてアメリカを捉えることができ、またそのような₯勢力の局㠃にὀ

研 究 ἧ ォ Ὂ Ἳ ἲ 
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┠することによってこそ、ᮍゎ᫂のㄽⅬや㞃された問㢟Ⅼ・意⩏➼に㏕る㈗㔜な᳨ウ対㇟として位⨨

づけることが可⬟となります。いわばアメリカの動向は、20 年後、10 年後のわが国の⾜くᮎをぢᴟめ

るうえで㔜せな事例といえ、その᳨ウにはᴟめて大きな学⾡ⓗ意⩏をぢ出せると⪃えました。  

そこでᮏ◊✲では、⌧地での一ḟ㈨ᩱ➼の収㞟・ゎᯒや⪺き取りㄪᰝをもとに、これまで十分に対

㇟化されなかったᩍ⫱ᨻ⟇と他㡿域ᨻ⟇との㐃㛵・㐃動と、それらㅖᨻ⟇の包括ⓗ作⏝に╔║するこ

とで、㡿域ᶓ᩿ⓗなᨻ⟇力学が働く「ぢえにくい」㐣⛬と作⏝を導出することをヨみました。また、

ᨻ⟇の形成㐣⛬については、その基♏原⌮に㛵わって、ᨻ⟇形成の主せアクターであるᩍ⫱⾜ᨻᶵᵓ

や、㏆年影㡪力が増している企ᴗ㈈⏺のみならず、ᨻ⟇の※Ἠとなるべき地域住Ẹと学ᰯ再⦅ᨻ⟇と

の㛵係に╔║しました。その㝿、とりわけ従᮶のᯟ⤌みのように、反ᶒ力の意㆑から住Ẹを↓前提に

・善とするのではなく、むしろ彼らの学⩦と変容に╔┠して分ᯒと⪃察を㐍めました。  

分ᯒ⤖ᯝについては、⣬幅の㒔合上、ここでは一㒊のみを取り上げてご⤂介いたします。  

例えば、イリノイ州シカゴ学区における学ᰯ再⦅ᨻ⟇は、公営住宅をゎ体・再建する住宅ᨻ⟇➼と

⛎密に㐃動させられ、その┦乗効ᯝにより、単に学ᰯを変えるだけでなく、㈋困層の❧ち㏥きと中・

上ὶ層のὶ入を促しながら㒔市✵㛫を一変させて㸦「ジェントリフィケーション」㸧、᪂たな⤒῭㛤Ⓨを

ねらいうる᪉㏵となっていました。グローバル⤒῭下での㒔市㛫➇争の⃭化を⫼ᬒに、学ᰯ再⦅ᨻ⟇

は㒔市再㛤Ⓨのメカニズムの一㒊として⤌み㎸まれ、また、それを促す㔜せな役割を担わされたもの

と捉えられます。学ᰯ再⦅は⤖ᯝⓗに、㈋困層の児❺⏕徒によりⰋいᩍ⫱ᶵ会を提供しえておらず、

加えて、᪂タᰯと他の公❧学ᰯの㛫に、児❺⏕徒の♫会⤒῭ⓗな㝵層あるいは⬟力に基づく分㞳を⏕

み出しつつありました。ᮏ᮶の公ᩍ⫱ᨻ⟇とは、すべての児❺⏕徒にᩍ⫱・住宅⎔境のᨵ善を㏻じた

包括ⓗなⓎ㐩保㞀を実⌧すべきものですが、同学区では、学ᰯᩍ⫱や⚟♴からのᨭ援を᭱も必せとす

る層を排㝖することによって、一挙にᩍ⫱と地域⎔境のᨵ善が図られようとしていたといえます。換

ゝすれば、学ᰯ再⦅と「地域再⏕」は、⌧ẁ㝵では他ᰯ・他地域へのしわ寄せを⏕み出しながら㐩成

されようとしていたことを指摘できます。 

他᪉、ㄪᰝを㐍めるなかで、こうした排他ⓗ➇争を乗り㉺えうるようなゎỴの⣒口もほのかにぢえ

てきました。上グ動向は、㈈ᨻ㞴やᩍ⫱ㄢ㢟・地域ㄢ㢟が῝刻化するなかで、そのゎỴに必せなㅖ㈨

※を、希少性の⠊囲内でゼロサムゲームⓗに➇い合おうとして⏕㉳するものでもあります。こうした

≧ἣ下で、児❺⏕徒のⓎ㐩保㞀を、学ᰯを単位として⪃えるⓎ想ᵝ式に㝈⏺が⏕じており、それへの

対応を含んで学ᰯ再⦅と「地域再⏕」を┠指す動きが住Ẹのなかにぢられ始めていました。  

シカゴで学ᰯ再⦅が᭱も㐍んでいる地区では、住Ẹらが単に学ᰯ再⦅に抵抗するだけでなく、学ᰯ

タ⨨を㉳Ⅼとした地域ᩍ⫱ィ⏬の⟇定に⮬ら㋃み出していました。それは、学ᰯẁ㝵を㉸えた小中㧗

㸴ᰯが学ᰯネットワークを形成し、一つのᩍ⫱⎔境を持つことをビジョンとして掲げるものでした。

地区内で⤫廃合が⧞り㏉されて各ᰯが不安定化し、かつ㈈ᨻ≧ἣが悪化するなかで、すべての子ども

の㛗ᮇⓗなⓎ㐩保㞀のためには、必↛ⓗに地域での学ᰯ㛫接⥆をど㔝に入れた意思Ỵ定とᩍ⫱・地域

㈨※の共᭷が㔜せになっていたことを♧しています。加えてᮏィ⏬の内容を吟味すれば、住Ẹらがᩍ

⫱の⌧実に向き合うなかで、地域の「内ⓎⓗⓎ展」と主体形成の㐃動という、彼らなりの「ᩍ⫱と地

域の展ᮃ」が展㛤していました。上グの㏻り、シカゴ全域では中・上ὶ層回帰だけをồめる動きもみ

られるなかで、同地区では児❺⏕徒のⓎ㐩保㞀を㔜せ↔Ⅼとしてど㔝に入れたからこそ、⏕⏘ά動や

⤒῭ά動の人㛫化を┠指し、またᩍ⫱の場にふさわしい形で⌮念・価値基‽の␗なる両⪅の▩┪を᭱

小化すること、それにより排㝖ⓗではなく包摂ⓗな地域のⓎ展を┠指すことが意㆑されつつあったと

いえます。このように、⌧代アメリカでは、学ᰯを㉳Ⅼとして大人たちのⓎ想や地域のㅖ々のヒト・

モノ・コトを、ᩍ⫱・Ⓨ㐩の充実というほⅬからこそ問い┤しᩚ備していくという、大人㸫子ども㛵

係のみならず⎔境をも含めた、地域の⥲体ⓗなᩍ⫱㛵係を⦅み┤すようなⴌⱆを指摘できます。  

 今後は、こうした地域✵㛫の」合性をⓗ☜に描き出すと同に、それとの対応㛵係においてᩍ⫱ᨻ

⟇・ᩍ⫱制度の⌧≧とᮍ᮶をぢ㏻し、᪂たなᵓ想と実㊶を⏕み出すような⌮ㄽᯟ⤌みをᵓ⠏していく

ことがㄢ㢟となると⪃えています。今後さらに◊㛑を㔜ね、◊✲に励んでまいりたいと思います。  
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年報➨ 29 号の投✏原✏(投✏ㄽᩥ、◊✲ノート)を以下

のせ㡿で募㞟いたします。多くの会員からの⏦し㎸みを

お待ちしています。 

 

【⏦し㎸みᮇ㝈】 

2021 年 9᭶ 30᪥㸦必╔㸧 

 

【⏦し㎸み᪉ἲ】 

Ặ名、所属、住所、㟁ヰ、ファックス、Eメールアドレ

ス、投✏ㄽᩥまたは◊✲ノートの別、ㄽ✏㢟┠を᫂グし

て、「᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会年報⦅㞟委員会」宛にメールで⏦

し㎸んで下さい。メールのタイトル(件名)は、「年報➨ 29

号投✏希ᮃ」として下さい。 

 

【㏦り先 eメールアドレス】 

下グの㸰カ所にお㏦りください。 

○ssato※gipc.akita-u.ac.jp ←※を㸾に変えて下さい。 

○jasepbulletin※gmail.com ←※を㸾に変えて下さい。 

 

⏦㎸⪅に対しては、ᩘ᪥中にメールで⏦し㎸み☜ㄆの㏉

信をします。受付☜ㄆメールが届かない場合にはご一報

下さい。 

なお㒑㏦での⏦し㎸みをご希ᮃの᪉は、右グ原✏㏦付

先に⏦し㎸んで下さい。また、受㡿の㏉信が必せな᪉

は、宛先を᫂グした㏉信⏝のはがきを同封して下さい。 

 

【原✏⥾め切り】 

投✏ㄽᩥ、◊✲ノートの原✏⥾め切り 

2021 年 11᭶ 30᪥㸦必╔㸧 

 

必せ᭩㢮一式㸦「投✏・執➹せ㡿」参↷㸧を同封のうえ、 

下グ宛に㒑㏦でお㏦りいただくとともに、左グの 2 カ所

にメールのῧ付ファイル㸦PDF形式㸧でもお㏦り下さい。 

ṇ式には 30 号からの㐺⏝となりますが、29 号について

も希ᮃする᪉はメールのῧ付ファイルでの㏦付のみでも

可とします。 

 

㸺㏦付先㸼 

〒010-8502 ⛅⏣市手形学園⏫ 1␒ 1号 

⛅⏣大学ᩍ⫱ᩥ化学㒊 

佐⸨修司◊✲室 Ẽ付 

᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会年報⦅㞟委員会 

 

【投✏・執➹せ㡿】 

投✏にあたっては、「投✏・執➹せ㡿」を⇍ㄞされるよ

うお㢪いいたします。投✏・執➹せ㡿は webサイトから

もごぴいただけます。ὀ意して掲㍕しておりますが、念

のため必ず᭱᪂の年報所㍕のもので☜ㄆして下さい。 

 

【ゞṇ】 

『᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会年報 2021』の 222㡫に掲㍕の➨ 10

ᮇ年報⦅㞟委員会につきまして、ㄗりがございました。

宮┒委員のẶ名がḞⴠしており、ṇしくは、ḟのとおり

です。宮┒委員には῝くおルびし、ゞṇさせていただき

ます。今後、このようなㄗりが㉳こらないよう、チェッ

ク体制をぢ┤していきます。 

 なお、ᮏニューズレターの㓄信メールに年報 222㡫

のゞṇ∧㸦PDF㸧をῧ付しましたので、印刷していただ

き年報の当ヱページに㈞付または挟み㎸んでいただきま

すようにお㢪い⏦し上げます。 

 

年報⦅㞟委員会 

委員㛗  ◎佐⸨修司㸦担当⌮事㸧 

副委員㛗 ◎尾崎公子㸦担当⌮事㸧 

     ◎㜿内⏕ 

      ụ⏣⪃司 

     ◎ᱵ⃝ 収 

      押⏣㈗久㸦担当⌮事㸧 

      ᰘ⏣⪽史 

      ⓑ川優 

     ◎仲⏣康一㸦担当⌮事㸧 

     ◎᪥Ọ㱟彦 

      宮┒㑥友 

      ᰗᯘ信彦 

     㸦◎常任委員㸧 

ⱥᩥᰯ㜀 Robert Aspinall 

⦅㞟幹事 中ᮧ恵佑 

年報第 29 号投稿原稿の募集 
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事務局からのご㐃⤡

○2021年度までの年会㈝の⣡入をお㢪いします 

一⯡会員 8000円 学⏕㝔⏕会員 5000円 

〔㒑便振᭰口座グ号␒号〕 

㸮㸮㸯㸴㸮㸫㸰㸫㸴㸱㸮㸳㸷㸴  

加入⪅名㸸᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会 

〔ゆうちょ㖟⾜口座〕 

〇一九店 当座㸮㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

【ごὀ意】 

所属大学・ᶵ㛵の事務室を㏻して振り㎸む場合、 

ごὀ意ください。振㎸⚊の振㎸人ḍは所属大学・ᶵ 

㛵名のみで、会員名がグされていないことがあり、 

どなたの会㈝の振㎸か≉定できないことがあります。 

事務処⌮のΰ乱回㑊のため、振㎸人㸦会員名㸧が 

⾲♧されるように振㎸⚊へグ入するか、あるいは 

振㎸んだことを、jasep10th@gmail.com宛にご㐃⤡ 

下さい。よろしくお㢪いいたします。 

 

○「会員企⏬◊✲会」にご応募ください 

会員が企⏬する◊✲会に対して、一件につき㸰 

万円㸦上㝈㸧の⿵助を⾜なっています㸦ㅮ師ᩱ、 

交㏻㈝、会場使⏝ᩱ、㈨ᩱや㛤催㏻▱の作成➼㸧。 

希ᮃされる᪉は、学会事務局にメールで⏦ㄳして 

ください。⏦ㄳ᭩は学会 HPからダウンロードし 

てください。 

 ⇒http://jasep-web.jpn.org/wp/◊✲企⏬/会 

員企⏬◊✲会/ 

会員企⏬◊✲会を⾜う場合は、事前に◊✲会の 

㛤催を学会会員に▱らせ、◊✲会㛤催後には、そ 

のᴫせを事務局に報告してください。㹆㹎とニュ 

ーズレターに掲㍕します。 

 

○᪂入会員㸦2021年 4᭶ 20᪥㹼8᭶ 21᪥ 50㡢㡰㸧 

ᮏ学会の᪂しい仲㛫たちです。よろしくお㢪い 

します。 

  

○メールアドレスと住所のⓏ㘓・変᭦ 

住所や所属、メールアドレスが変᭦になった場 

合は㸪学会 webサイトに掲㍕されているフォーム 

により、必ず事務局までご㐃⤡下さい。 

  ᪧいⓏ㘓情報のままですと、ᮏ学会からの年報、 

メールニュース、ㅖ㐃⤡➼をお届けできません。 

 

〇図᭩をご寄㉗いただきました㸦2021年 4᭶ 20᪥ 

㹼8᭶ 17᪥到╔分 Ⓨ⾜年᭶㡰㸧 

下グの図᭩のご寄㉗、ありがとうございました。 

・ᮧ上♸介・ᶫ㔝ᬗ寛『ᩍ⫱ᨻ⟇・⾜ᨻの⪃え᪉』 

᭷ᩫ㛶㸦2020年 12᭶㸧 

・九州大学大学㝔人㛫⎔境学◊✲㝔・ᩍ⫱ἲ制◊ 

✲室『ᩍ⫱⤒営学◊✲⣖せ』➨ 22号㸦2021年 

3᭶㸧 

・ロシア・ソビエトᩍ⫱◊✲会『⌧代ロシアのᩍ 

⫱ᨵ㠉』ᮾ信堂㸦2021年 4᭶㸧 

・⪥塚寛᫂・㔝㝯・冨士原⣖⤮『学力᱁差への 

処᪉⟢』勁ⲡ᭩房㸦2021年 5᭶㸧 

・広℩⿱子⦅『カリキュラム・学ᰯ・⤫の⌮ㄽ』 

世⧊᭩房㸦2021年 5᭶㸧 

・光ᮏ『2020年の大学危ᶵ-コロナ危ᶵが問う 

もの-』クロスカルチャー出∧㸦2021年 5᭶㸧 

・かわさき子どものᶒ利フォーラム『今だから᫂ 

かす᮲例制定⛎ヰ』エイデル◊✲所㸦2021年 6 

᭶㸧 

・Ⲩ井ᩥ『ᩍ⫱の⮬律性とᩍ⫱ᨻ』大᭶᭩店 

㸦2021年 9᭶㸧 

 

○ᮏ学会への寄㉗図᭩の㏦り先 

ご寄㉗いただいたⴭ᭩➼は学会 webサイトに掲 

㍕しております。 

なおご寄㉗いただく場合は、事務局ではなく、 

年報⦅㞟委員会にお㏦りください。 

〔㏦付先〕 

〒010-8502 ⛅⏣市手形学園⏫ 1␒ 1号 

⛅⏣大学ᩍ⫱ᩥ化学㒊 

佐⸨修司◊✲室 Ẽ付 

᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会 年報⦅㞟委員会 
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○常任⌮事会・⌮事会の㛤催㸦2021年 4᭶ 20᪥㹼 

8᭶ 31 㛤催᪥㡰㸧 

○➨ 10ᮇ➨㸲回㸦㏻⟬➨ 139回㸧常任⌮事会 

 2021年 5᭶ 15᪥㸦土㸧13 00分㹼15 00分 Zoom 

【㆟㢟】 

〔報告事㡯〕 

㸯㸬会員の⌧ἣと学会年会㈝ᮍ⣡⪅について 

 㸰㸬ニューズレター2021年夏号のⓎ⾜ 

〔審㆟事㡯〕 

㸯㸬2021年度大会について 

㸰㸬᪂入会員について 

㸱㸬ㄢ㢟◊✲について 

㸲㸬年報➨ 28号の⦅㞟について 

㸳㸬2020年度Ỵ⟬と会ィ┘ᰝについて 

㸴㸬2021年度大会⥲会の㛤催及び全国⌮事会の㛤 

催について 

㸵㸬 2021年度⥲会㆟の作成について 

 㸶㸬年報の学会事務局における保⟶冊ᩘについて 

 

〇➨ 10ᮇ➨㸳回㸦㏻⟬ 240回㸧常任⌮事会 

2021年 6᭶ 27᪥㸦᪥㸧13 00分㹼14 35分 Zoom 

【㆟㢟】 

〔報告事㡯〕 

㸯㸬会員の⌧ἣについて 

〔審㆟事㡯〕 

㸯㸬2021年度大会について 

㸰㸬᪂入会員について 

㸱㸬ㄢ㢟◊✲について 

㸲㸬年報➨ 28号の⦅㞟について 

㸳㸬2021年度⥲会の㛤催及び全国⌮事会の㛤催 

㸴㸬2021年度大会⥲会㆟᭩について 

 

〇➨ 29回⌮事会 

2021年 7᭶ 10᪥㸦土㸧10 00分㹼11 30分 Zoom 

【㆟㢟】 

〔報告事㡯〕 

㸯㸬会員の⌧ἣと会務 

㸰㸬年報の⦅㞟とⓎ⾜ 

㸱㸬◊✲ά動 

㸲㸬ᩍ⫱㛵㐃学会㐃⤡協㆟会 

㸳㸬情報のⓎ信と会員の交ὶ 

㸴㸬᪥ᮏ学⾡会㆟➨ 25ᮇ推⸀会員任命拒否問㢟 

への対応 

〔審㆟事㡯〕 

㸯㸬2020年度会ィỴ⟬および会ィ┘ᰝ報告につ 

いて 

㸰㸬2021年度会ィ予⟬について 

㸱㸬2021年度の学会ά動ィ⏬について 

㸲㸬᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会年報に掲㍕するㄽᩥ➼のⴭ 

作ᶒの帰属について  

㸳㸬2022年度➨ 29回大会の㛤催ᰯについて 

 

⦅㞟後グ 

 ➨ 28回大会㸦㟼岡大学大会㸧が 7᭶ 10-11᪥にオンライ

ン㸦Zoom㸧で㛤催され、『᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会ニューズレター 

2021 ⛅冬号』のグ事にまとめました。ご寄✏いただきまし

たⓙᵝには感ㅰ⏦し上げます。 

 ⦅㞟作ᴗを⾜う᭱中の 8 ᭶ᮎにはアフガニスタンにおけ

る⡿㌷᧔㏥・タリバン復ᶒがありました。また、9᭶初めに

は、Ⳣ㤳┦の⥲㑅不出㤿がỴまりました。ᶒ力に対して憂

慮する事態が㉳こる度に、ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲の意味を⮬分なり

に⪃えます。 

㸦᭹㒊壮一㑻㸧 

【学会事務局】 

○会㛗㸸中嶋哲彦  事務局㛗㸸Ṋ⪅一弘  事務局幹事㸸▼井拓児 川口ὒ ㇂口 ⪽ 

           事務局᭩グ㸸᭹㒊壮一㑻 広川⏤子 ᯇ⏣㤶南 

○㐃⤡先㸸〒487-8501 愛▱┴᪥井市ᯇᮏ⏫ 1200␒地 

     中㒊大学 人㛫力創成⥲合ᩍ⫱センター Ṋ⪅◊✲室 Ẽ付 

     ᪥ᮏᩍ⫱ᨻ⟇学会事務局 

     Email㸸 jasep10th@gmail.com  

○学会ウェブサイト http://jasep-web.jpn.org/wp/ 


